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4.論 文 の 訂 正:査 読 審 査 の 結 果,原 稿 の訂 正 を求 め られ た場 合 は,40日 以 内 に,訂 正 され た原 稿 に訂 正 点 を

明 示 した手 紙 を つ け て,前 記 泌尿 器科 紀 要 刊 行 会宛 て送 付 す る こ と,な お,Editorの 責 任 に お い て一 部 字 句

の 訂正 をす る こ とが あ る.

5.校 正:校 正 は著 者 に よ る責任 校 正 とす る.著 者 複 数 の場 合 は校 正 責 任 者 を投 稿 時 指 定 す る,

6.掲 載=論 文 の 掲 載 は採 用順 を原 則 とす る.迅 速 掲載 を希 望 す る と きは投 稿 時 に その 旨 申 し出 る こ と。

(1)掲 載 料 は1頁 につ き和 文 は5,500円,英 文 は6,500円,超 過 頁 は1頁 につ き7,000円,写 真 の製 版 代,凸

版,ト レース代,別 冊,送 料 な どは別 に実 費 を 申 し受 け る.

(2)迅 速掲 載 に は迅 速 掲 載 料 を要 す る.5頁 以 内 は30,000円,6頁 以 上 は1頁 毎 に10,000円 を加 算 した 額 を

申 し受 け る.

(3)薬 剤 の 効果,測 定試 薬 の 成 績,治 療機 器 の使 用 な どに関 す る治験 論 文 お よび学 会 抄 録 につ い て は,掲 載 料

を別途 に 申 し受 け る.

7.別 冊:実 費 負 担 と し,著 者 校 正 時 に部 数 を指定 す る.
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京都大学の社会健康医学系のある教授に我が国における臨床試験に関する講演 をしていただいた.今 までの日

本の臨床試験に関する問題点がたいへん良 く理解できた.こ れまで臨床医として数多 くの臨床試験に参加 してき

たが,残 念ながらそれが質の高いエビデンスとして評価されたことは少ない.ま た,1998年 に新GCPが 施行さ

れ臨床試験のルールは近代化されたが,臨 床試験のインフラが整備 されていない現状では,臨 床試験の場は欧米

に移されていると聞く.

話のなかで印象深かったのは,ア ウ トカムリサーチ(治 療成績開示)の 重要性である.治 療成績が大 きく異な

る施設をひとまとめにして臨床試験を計画すれば,出 て くる結果の信頼性に問題があることは明白である.実 際

に卵巣癌や胃癌などの治療成績(5年 生存率)は,施 設問で大きな偏 りがあると報告されている.ま ず臨床試験

を開始する前に,自 分たちの過去の治療成績を出してみる必要があり,こ れがある一定の基準を越えた施設のみ

で試験を組むべきだというのである.そ のデータには年間の疾患別患者数や手術件数なども含まれる.今 までこ

のようなデータは単なる統計として軽視されてきた し,自 己満足的な臨床統計報告 も数多 くあったのは事実であ

る.し かし,今 後は臨床試験の基礎資料として,さ らには患者に対する情報開示の面から再度重要性を増 してく

ると思われる.ま た,こ のようなデータが しっかりしている施設群を作って情報 を開示すれば,製 薬企業はどん
どんアプローチしてくるであろう.

教授によると,今 インフラを整備すればまだまだ欧米とじゅうぶん競争できるという.た いへん勇気づけられ

る話であった.教 室員には煙たがられるかもしれないが,「 まずアウ トカムリサーチから始めよう〃」.

(小川 修)
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